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要旨

本市では、「川崎市環境基本計画」、「川崎市水環境保全計画」等に基づき、多摩川河口干潟における生物及び底質調

査を2005年度から実施してきた。 

 本年度は多摩川河口干潟の３地区９地点で調査を実施した。底質環境については有機汚濁の進行を示す結果は検出さ

れなかった。環境省レッドリストに記載されている準絶滅危惧種であるヤマトシジミを注目生物として選定し、生息好

適性指数による多摩川河口域干潟の環境評価を行った。さらに多摩川河口干潟（川崎市側右岸約 15ha）におけるヤマ

トシジミの生物量について推定を行い、2012 年以降、最大で約７億個体が生息することが算出された。これらを元に

推計すると、当該地域に生育するヤマトシジミの成長及び増加により固定される炭素は年間約10ｔ、窒素は年間約2.8t

となり多摩川の水質浄化と気候変動緩和に寄与していることが推察された。 

キーワード：干潟、ヤマトシジミ、底質環境、生息適正環境評価指数
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１  はじめに 

本市は、「川崎市環境基本計画」1)の中で、「Ⅲ－３ 生

物多様性の保全、Ⅲ－３－１ １自然に関する情報の収

集・整理・活用」に言及しており、その具体的施策とし

て「②市内河川や河口干潟等における水辺生物の調査の

実施」を掲げている。また、「川崎市水環境保全計画」2)

では、重点的に推進する施策として、「Ⅲ－１ 水生生物

の生息生育環境を保全する、Ⅲ－１－１ 水生生物の定

期調査の充実」を掲げており、これらの計画に基づき、

調査を実施している。 

本市では、こうした背景から2005年度以降、多摩川河

口から上流２kmの河口域干潟において生物相や底質性状

の調査・分析を実施してきた。調査地点である河口域干

潟には稀少生物が生息し、環境省レッドリストにおける

準絶滅危惧種であるヤマトシジミ（2005 年度以降確認）

や絶滅危惧種であるトビハゼ（2005、2008 年度確認）が

生息することを報告してきた3) ～10) 。 

近年、干潟・藻場等の浅場海域では繁茂する植物によ

る一次生産、生息する底生生物による食物網を介した代

謝と成長を通じて、底質や水への炭素吸収や貯留量が見

積もられる（矢部ら 11）、国分ら 12)）等の報告がなされ、

地球温暖化等気候変動の影響を緩和する場として期待さ

れている。干潟・藻場のような浅場や海洋において固定

（吸収・貯留）される炭素はブルーカーボンと呼ばれ13 )、

生態系サービスとして研究機関および行政組織から国内

外を問わず注視されている。 

2016 年度もこのような背景から、多摩川河口域干潟に

おける生息生物相及び底質性状の継続調査を実施した。 

また、注目すべき生物種にとって干潟の現状が生息に

適した環境であるかを評価することを目的として、全国

環境研協議会と国立研究開発法人国立環境研究所との協

議の下に行われるⅡ型共同研究「干潟・浅場や藻場が里

海里湖流域圏において担う生態系機能と注目生物種との

関係」で共同研究を進めている注目種の生息適正環境評

価指数（Habitat Suitablity Index、以下、HSI）を用い

た干潟生態系の現状評価を行った。 

最後に2012年度から継続して取得してきた詳細データ

を元に、多摩川河口干潟に生息するヤマトシジミの生物

量を推定し、ヤマトシジミによる生態系サービスとして、

炭素固定量および窒素固定量を推計し、多摩川の水質浄

化及び気候変動緩和への寄与を考察した。 

２ 調査日時 

 調査日時、気象及び潮廻り等を表１に示した。 

３ 調査地点 

調査地区は、図１に示した多摩川河口(St.3)、河口か

ら上流１km(St.2)、河口から２km(St.1)の地点とした。

調査地点は、各調査地区の護岸側に枝番①、流心に向か

って護岸から垂直に 50m 離れた地点を枝番②、同じく護

岸から100m離れた地点を枝番③、とした（図２）。 

表１ 調査日時及び気象等

※日中最干潮位は潮位表基準面からの高さ

※1国立研究開発法人 国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター 生態系機能評価研究室

調査日時 天候 日中最干潮位(cm)※

（干潮時間）

2016年　６月６日（月）　9:00～13:00 晴れ -1  (11:41)
2016年　10月18日（火）　10:00～13:00 晴れ 71  (12:10)
2016年　11月15日（火）　10:00～12:00 くもり 79  (11:12)
2017年　２月13日（月）　9:00～13:00 晴れ 60  (12:10)
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４ 調査方法 

4.1 現場測定項目及び室内分析項目 

 表２の項目について測定及び分析を行った。現場測定

項目に関しては現地で１地点につき３箇所の、底質又は

浸出水の測定を実施した。室内分析項目に関しては、現

地で表層の底質を湿重量で約300g採取し、帰所後、底質

調査方法等に基づき分析を行った。 

4.2 メガロベントス、ネクトン及びプランクトン生物相

調査 

 各調査地点にて10分間の自由歩行を行い、目視で確認

した生物を記録した。 

4.3 マクロベントス生物相調査 

各調査地点で20×20×10cm（縦×横×深度）の範囲の

底質をハンドスコップで採取し、１mm目のふるいにかけ、

ふるいに残ったマクロベントスの種類、個体数を確認し

記録した。二枚貝は採取したものすべてを持ち帰り、殻

長、殻高、湿重量(殻付き)を計測した。 

５ 調査結果 

5.1 現場測定項目及び室内分析項目

 調査地点の現場測定項目及び室内分析項目の結果を表

３に示した。 

 酸化還元電位は、岸壁側が相対的に低く、流心に近づ

くにつれて高い酸化状態にあることが確認された。 

 底質乾燥減量、強熱減量の両者の相関は高く、流心に

向かうほど強熱減量は減少する傾向が見られた。 

粒度は、流心側よりも護岸側で泥質を呈し、河口より

最も遠いSt.1の護岸側1-①で最も高く、含泥率は約60％

であった。St.2及びSt.3の各地点は砂質であり、含砂率

は約90％であった。 

 底質のCOD、全窒素に関しては、全ての調査において最

上流のSt.1で高くなっていた。全りんは、全ての調査に

おいて全地点でほぼ同程度の濃度を示した。 

 底質性状を全ての地点を通じて評価すると有機汚濁等

を示す高い濃度は確認できなかった。また過年度 3)～10)と

の比較をしても有機汚濁等の進行は見られなかった。 

5.2 メガロベントス、ネクトン及びプランクトン生物相 

調査結果を表４、確認種数を図３に示した。６月に実

施した調査が最も生物種数が多いことが確認できた。中

でも甲殻類が多くを占める節足動物の比率が高かった。

なお、観察による甲殻類の生物量は特に大きなアシ原が

広がるSt.2-①で最も多かった。全地区の護岸側地点①に

はアシ原が近接しており、St.1で７種、St.2で６種確認

されたが、St.3では２種のみの確認であった。 
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図３ 確認されたメガロベントス、ネクトン

及びプランクトンの種数

図１ 調査地区

表２ 測定・分析項目及び方法

図２ 調査地点図（調査地区St.2の例）
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②
③
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項目 方法

測
定
項
目
・底
質

泥温 棒状温度計による測定

水温 棒状温度計による測定

臭気 現場での感応

外観 現場での目視観察

泥色 標準土色帳による観測

ｐH 
「環境測定分析法注釈」

社団法人日本環境測定分析協会 6.4.3 

酸化還元電位
「環境測定分析法注釈」

社団法人日本環境測定分析協会 6.4.3 

塩分（%） 塩分濃度計による計測

測
定
項
目
・浸
出
水

水温

多項目水質計による測定

pH 

電気伝導度

塩分

溶存酸素

濁度

色相 標準土色帳による観測

分

析

項

目

乾燥減量 「底質調査方法」 Ⅱ.314)

強熱減量 「底質調査方法」 Ⅱ.414)

粒度 「底質調査方法」 Ⅱ.114)

COD 「底質調査方法」 Ⅱ.2014)

クロロフィル a 「Porra et al. 1989」15)

全窒素 「底質調査方法」 Ⅱ.1814)

全リン 「底質調査方法」 Ⅱ.1914)

St.2

St.3

St.1

N

200m

N
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st.1 st.2 st.3 st.1 st.2 st.3 st.1 st.2 st.3 st.1 st.2 st.3

脊索動物 スズキ ○

アカエイ ○

節足動物 フジツボ類 ○

スナウミナナフシ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ケフサイソガニ ○ ○

ヤマトオサガニ ○ ○ ○ ○ ○

チゴガニ ○

ベンケイガニ ○ ○ ○

刺胞動物 ミズクラゲ ○

アカクラゲ ○

門 和名
6月6日 10月18日 11月15日 2月13日

表４ 確認されたメガロベントス、ネクトン及びプランクトン

表３ 測定項目及び底質性状 ※表中の項目の（－）は欠測を示す

st.1-① st.1-② st.2-① st.2-② st.2-③ st.3-① st.3-② st.3-③ st.1-① st.1-② st.2-① st.2-② st.3-① st.3-②

12:30 12:49 9:12 9:50 10:12 10:46 11:14 11:38 10:15 10:48 12:25 12:45 11:31 11:52

- - - - - - - -

℃ 29.5 23.3 21.2 22.8 22.6 26.6 28.1 27.4 24.1 23.8 25.2 27.0 27.0 25.9

オリーブ黒3/2 オリーブ黒3/2 オリーブ黒3/2 オリーブ褐色4/3 暗黄褐色 黄褐5/6 黄褐5/6 灰オリーブ5/3 褐黒5/1 黒褐3/1 緑黒2/1 灰4/1 オリーブ黒3/1 オリーブ黒3/1

微腐卵臭 なし なし なし なし 微磯臭 なし 微磯臭 なし なし 微硫黄臭 なし なし なし

mV -158 -112 107 76 66 -167 97 126 -93 -73 -54 60 57 131

7.57 7.72 6.66 7.67 7.71 7.68 7.95 7.99 7.41 6.72 7.38 7.65 6.89 7.25

％ 1.73 1.63 0.24 0.94 1.25 2.38 2.41 1.44 0.36 0.31 0.24 0.29 0.8 0.55

泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 泥 シルト 細砂 細砂 細砂

％ 29.50 23.40 19.00 22.70 24.20 22.40 21.20 22.70 28.05 26.20 22.46 23.49 20.21 20.88

％ 4.20 3.20 1.60 2.00 2.00 2.20 2.00 2.10 6.21 5.38 3.93 3.77 3.63 3.08

％ - - - - - - - - 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

％ - - - - - - - - 35.30 66.17 93.36 91.60 93.73 99.30

％ - - - - - - - - 64.70 33.83 6.64 8.40 6.27 0.70

mg/g 4.76 3.91 1.12 1.66 2.35 2.50 1.85 1.90 4.76 4.44 3.00 2.26 1.92 0.96

mg/g 1.61 1.94 0.49 0.56 0.83 1.52 1.11 1.14 3.00 2.62 2.18 1.77 1.19 0.71

mg/g 0.04 0.03 0.02 0.02 0.02 0.03 0.02 0.02 0.04 0.03 0.02 0.02 0.03 0.02

μg/g 2.08 2.83 2.98 1.99 2.47 4.99 4.23 2.53 3.82 2.05 4.57 2.45 2.81 1.63

μg/g 0.49 0.61 0.39 0.41 0.48 0.61 0.34 0.33 0.93 0.61 0.66 0.36 0.33 0.16

μg/g 2.57 3.44 3.37 2.40 2.95 5.61 4.57 2.86 4.75 2.66 5.23 2.81 3.14 1.79

℃ 26.1 24.5 21.6 21.9 22.3 23.5 25.2 24.6 24.4 24.5 30.7 29.4 25.8 27.9

7.5 7.3 7.5 8.0 7.7 7.7 8.2 8.1 7.2 7.0 8.1 8.1 7.5 7.7

mg/L 6.97 7.56 6.69 8.97 8.3 7.85 9.34 10.37 6.14 4.23 7.11 7.51 3.76 5.14

mV 89.3 1730 1.7 1140 1370 18.2 1640 1570 2510 2000 2650 2430 3430 3500

NTU 3.7 27.2 - 9.2 1.3 - 15.6 20.5 150 107.8 64.6 15.8 31.8 40.7

％ 0.04 1.05 0.06 0.63 0.76 - 0.92 0.88 1.54 1.19 1.68 1.51 2.17 2.24

溶存酸素

電気伝導度

ＣＯＤ

泥　　　色

水　　　温

21.8 24.9

晴れ

乾燥減量

強熱減量

臭　　　気

全窒素

全りん

浸出水

濁度

pH

塩分

単位

クロロフィルa+b

クロロフィルb

酸 化 還 元 電 位

外　　　観

6月6日（月）

23.5

pH

塩　　　分

粒度　0.74μm以上

粒度　0.74μm未満

クロロフィルa

気　　　温

泥　　　温

底質

粒度　2㎜以上

測　定　時　間

項     目
10月18日（火）

晴れ天　　　候

st.1-① st.1-② st.2-① st.3-① st.1-① st.1-② st.2-① st.2-② st.2-③ st.3-① st.3-②

10:30 10:40 12:07 11:35 11:35 12:58 13:24

15.8 16 17.7 16.5

℃ 11.4 11.5 19.1 18.1 11.1 11.3 13.7 15.1 13.7 15.2 14.8

緑黒2/1 緑黒2/1 オリーブ黒3/1 オリーブ黒3/1 暗褐3/3 オリーブ黒5/6 暗オリーブ4/3 灰オリーブ5/2 暗褐5/2 灰オリーブ5/2 褐黄7/3

なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

mV -131 80 -125 72 -40 89 83 138 150 107 173

7.35 6.91 7.3 6.97 7.30 7.36 7.71 7.64 7.77 8.62 7.90

％ 0.53 0.72 0.64 0.73 1.15 0.66 0.45 0.85 0.83 1.21 0.94

泥質 泥質 細砂 細砂 泥質 泥質 泥、細砂 細砂 細砂 細砂 細砂

％ 29.42 29.40 23.13 22.51 31.24 32.02 22.80 23.83 23.08 21.90 22.55

％ 5.52 5.59 2.80 2.61 3.98 3.68 2.52 1.90 1.76 2.23 1.82

％ 0.17 1.06 0.00 0.13 0.22 0.00 1.11 0.98 0.00 0.00 0.00

％ 41.60 67.65 97.07 96.27 39.82 70.91 93.36 95.51 98.68 92.75 97.78

％ 58.23 31.29 2.93 3.60 59.97 29.09 5.53 3.50 1.32 7.25 2.22

mg/g 5.32 5.09 2.66 2.10 4.38 4.94 3.00 1.96 1.44 2.96 0.84

mg/g 1.70 2.09 0.99 0.61 1.63 1.49 0.59 0.73 0.46 0.95 0.45

mg/g 0.04 0.03 0.02 0.02 0.03 0.03 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

μg/g 2.38 6.12 2.18 1.91 3.97 3.10 2.15 1.70 1.60 2.86 3.00

μg/g 0.57 1.05 0.39 0.35 0.46 0.81 0.69 0.38 0.35 0.48 0.26

μg/g 2.95 7.16 2.57 2.26 4.43 3.92 2.84 2.09 1.96 3.35 3.26

℃ 17.5 17.7 19.2 18.3 10.8 12.6 13.9 14.2 11.2 13.5 11.8

7.2 7.2 7.5 7.5 8.3 8.2 8.6 8.1 7.8 8.0 7.9

mg/L 6.78 6.45 6.53 4.88 15.15 12.71 11.94 11.17 6.44 10.17 11.15

mV 3050 2170 2720 3560 3140 3440 3960 4020 4060 3970 4380

NTU 7.4 4.7 4.1 10.2 17.9 4.5 27.5 25.3 842.8 716.3 466

％ 1.84 1.24 1.61 2.17 1.88 2.09 1.38 2.47 2.5 2.44 2.72

測　定　時　間

項     目
11月15日（火）

くもり天　　　候

pH

塩　　　分

粒度　0.74μm以上

粒度　0.74μm未満

クロロフィルa

気　　　温

泥　　　温

底質

粒度　2㎜以上

単位

クロロフィルa+b

クロロフィルb

酸 化 還 元 電 位

外　　　観

全窒素

全りん

浸出水

濁度

pH

塩分

泥　　　色

水　　　温

2月13日（月）

晴れ

乾燥減量

強熱減量

臭　　　気

溶存酸素

電気伝導度

ＣＯＤ

11:30 12:22

9.7 7.5 7.3
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5.3 マクロベントス 

調査地区ごとに各地点で見られた個体数（単位は

0.12m2あたり）の合計を図４－１～３に、二枚貝のみを

抽出した結果を図５－１～３に示した。 

マクロベントス全調査の合計種数および個体数を地

区間で比較したところ、河口部であるSt.3で10種、の

べ総出現数536個体でいずれも最も多いことが確認され

た。個体数は、ゴカイ類が最も多く（St.3で219個体）、

次いでヤマトシジミが多く（St.3で165個体）確認され

た。 
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二枚貝類でも同様の結果が得られ、河口部であるSt.3

において７種、のべ総出現数284個体が出現した。すべ

ての地区でヤマトシジミが最も多く確認された。上流

St.1から河口部St.3に近づくにつれ、アサリ、ソトオ

リガイ、オキシジミ３種の海産二枚貝の比率が増加した。 

 図６にヤマトシジミの個体数経月変化を示した。６月

は河口のSt.3で最大値（64個体）を示した。10月以降

の３期ではSt.2で最大値を示し、10月の82個体が極大

値であった。 
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図５－１ 二枚貝採取個体数（St.1） 

図４－３ マクロベントス採取個体数（St.3）

図４－１ マクロベントス採取個体数（St.1）

図４－２ マクロベントス採取個体数（St.2）

図５－２ 二枚貝採取個体数（St.2） 

図６ ヤマトシジミ個体数 

図５－３ 二枚貝採取個体数（St.3） 
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5.4 生息適正環境評価 

全国環境研協議会と国立環境研究所との協議の基に行

われるⅡ型共同研究「干潟・藻場が里海里湖流域圏にお

いて担う生態系機能と注目生物種との関係」で検討して

いる注目生物を用いたHSIモデルを用いて、生息環境評

価を行った。 

5.4.1 注目生物の選定 

2005 年以降多摩川河口域干潟において生息が確認され

ている準絶滅危惧種であり、本調査における全期全調査

地区でののべ総出現数914個体のうち約40％の371個体

を占める優占種ヤマトシジミを注目生物として選定した。 

5.4.2 HSIモデルの作成と評価 

多摩川河口干潟で採取したヤマトシジミを用いて、HSI

を算出し、ヤマトシジミにとって最も適正な生息環境を

評価した。 

HSIとは、対象となる生物種にとってある地点が生息に

適しているかどうかを０～１の値を用いて示したもので

ある。HSI=1であれば生息に最も適した環境であり、HSI=0

であれば対象となる生物種にとっては生息に不適地とす

る。このHSIは、SI（Suitability Index）として評価さ

れる幾つかの環境要因をから形成されており、このSIは、

対象となる生物種の生息に適した環境要因を相対値とし

たものである。SI=0が最も不適であり、SI=1が最も適し

た環境と定義する。これらのSI値を「生息に適した範囲」、

「生息できる範囲」、「生息が難しい範囲」、「生息できな

い範囲」など段階的に数値を割振り、これらのSI値の相

加及び相乗平均等を総合判断値としてのHSIとする。 

 今回は、現場測定項目及び室内分析項目の結果をSIと

し、HSIの算出には以下の相加平均値を用いた。 

 環境要因である SI１～n の設定には以下の項目を選定し

た。国土交通省「湖沼底質環境・調査手引」16)によれば、

ヤマトシジミの生息環境要因となる底質項目は、①水深、

②底質粒度、③溶存酸素濃度、④有機物量、⑤水温、⑥

塩分、⑦硫化水素濃度、とされており、生息限界、生息

可能範囲、好適及び最適環境について表５のようにまと

められている。そこで今回は、②底質粒度、③浸出水の

溶存酸素濃度、④強熱減量、⑤浸出水の水温、⑥浸出水

の塩分の５つを環境要因としてSIの設定に使用した（表

６）。本研究では最適環境範囲内であれば１、適正環境範

囲であれば 0.5、生息限界（不適正環境範囲）であれば

0.3とSIを設定した。 

このHSIモデルを用いて各地点のHSIを算出した結果を

表７に示した。HSIの平均は0.748となり、HSIは総じて

６月と２月に高く、平均値は0.780～0.900であった。ま

た、11月は平均値が0.108～0.580と低くなった。地点間

の比較ではSt.2-②～③、St.3-②～③の底質環境がヤマ

トシジミの生息に適した状態であることが当モデルから

確認された。 

今回作成したモデルの正確性を検証するため、各地点

で算出した HSI と各地点でのヤマトシジミ個体数とのプ

ロットを図７に示した。決定係数はR2＝0.037であった。 

泥質であり、強熱減量が低い、ヤマトシジミにとって

は好適な環境であるはずだが採取個体数が少ない地点、

すなわち HSI が高いにも関わらず、個体数が少ない地点

も見られた。用いたSIは湖沼で得られた環境要因から構

築されたものであるため河口干潟に生息するヤマトシ

ジミの実情に即していないことも考えられる。今後、多

摩川に生息するヤマトシジミに合わせた SI の検討を行

う必要があると考えられる。 

HSI= （SI1＋SI2＋SI3＋・・＋SIn）/n 

図７ HSIとヤマトシジミ個体数

表７ ヤマトシジミHSI値

y = 25.576x - 2.7268
R² = 0.0365
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水深10m付近まで
生息を確認

生息限界：
シルト・粘土含

有量50％

生息限界：
飽和度50％以上

生息限界：
強熱減量14％

生息可能範囲：
0～32℃

0～22psuでは生存
に影響なし

水温28℃下で
は、3㎎/L以上の
濃度で14日以内

に全滅

水深5m以浅の湖
棚の生息密度が

高い

好適環境：
シルト・粘土含

有10％以下

好適環境：
飽和度80％以上

好適環境：
強熱減量５％以下

約10℃を下回ると底質
に潜って冬眠する

高温域への急激な温度
変化は生残に影響

生息可能範囲：
1.5～22psu

0.5mg/L以下では
影響なし

地点 st.1-① st.1-② 平均値 標準偏差 st.2-① st.2-② st.2-③ 平均値 標準偏差
6月6日（月） 0.800 0.900 0.850 0.800 0.900 0.900 0.867 0.058
10月18日（火） 0.700 0.560 0.630 0.800 0.800 0.800
11月15日（火） 0.560 0.600 0.580 0.292 0.292
2月13日（月） 0.760 0.800 0.780 0.900 0.900 0.800 0.867 0.058
平均値 0.705 0.715 0.698 0.867 0.850
標準偏差 0.105 0.162 0.275 0.058 0.071

地区平均 0.710 地区平均 0.788

地点 st.3-① st.3-② st.3-③ 平均値 標準偏差
6月6日（月） 0.900 0.800 1.000 0.900 0.100
10月18日（火） 0.660 0.700 0.680
11月15日（火） 0.108 0.108
2月13日（月） 0.900 0.900 0.900
平均値 0.642 0.800 1.000
標準偏差 0.374 0.100

0.746地区平均

表５ 国土交通省によるヤマトシジミの環境要因

項目 範囲１ SI値 範囲２ SI値 範囲３ SI値

粒度（％）

SImud

溶存酸素(mg/L)

SIdo

＞14％　

or

SIil ＜0％

＜0℃

or

SItemp ＞32℃

＞22％

or

SIsol ＜0％

塩分（％）

5％＜SIil＜14％

10℃＜SItemp＜32℃ 0℃＜SItemp＜10℃

0％＜SIil＜5％

1.5％＜SIsod＜22％

強熱減量（％）

水温（℃）

＜10％

＞80％ ＜50％

＞50％

0％＜SIsol＜1.5％

10％＜SImud＜50％

50％＜SIdo＜80％

1 0.5 0.3

表６ 各環境要因の範囲と設定値
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5.5 ヤマトシジミの経年変化 

 ヤマトシジミは、個体成長及び個体群の増加に伴って、

個体構成要素である炭素、窒素等の化合物を環境中から

直接、間接的に様々な形態で吸収している。成長や増加

による河川水中からの炭素、窒素固定量を推計するため、

ヤマトシジミの生息数の推定を行った。 

5.5.1 ヤマトシジミ個体数の推定

 2012 年度、2013 年度、2014 年度、2016 年度のヤマト

シジミの採取個体数から多摩川河口干潟で採取されるヤ

マトシジミの季節毎（春・夏・秋）における生物量を推

定した。推定には、年度ごとに４月～６月を春、７月～

９月を夏、10月～12月を秋として扱い、各月での平均個

体数を元にした。なお、１月～３月の冬に採取された個

体は、個体数も少なくほとんどが５mm以下と小さかった

ため、今回の推定には含めないこととした。 

個体数の推定には、過去に調査を実施した地区①～⑤

（図８）までの、１）干潟面積の算出、欠損値に対する

補完方法の検討、２）未調査地点のヤマトシジミの推定

生物量の決定、以上を経て本市に接する多摩川右岸に干

出する多摩川河口干潟におけるヤマトシジミの総個体数

を推定した。 

5.5.2 干潟面積の算出 

多摩川河口干潟の面積を算出するにあたり、図９のよ

うに2016年度の最大干潮時である潮位（横浜港潮位表に

おける-１㎝）の際に干出する干潟の面積を Google マッ

プ17)を用いて算出した。具体的には、単位格子を作成し、

干出した干潟に対応した格子数から各干潟面積を算出し

た。算出した結果を表８に示した。 

5.5.3 未調査地点のヤマトシジミの個体数の推定

2012 年度から 2016 年度の調査において調査が未実施

であった地区、また採取量が０個体であった地区でのサ

ンプリングエラーの可能性を排除するために、2012 年度

から2016年度まで毎年調査を行った地区③のデータを基

準として他地区他地点の個体数データを補正し、推定個

体数を決定した。表９に１m2 あたりに採取が推定される

個体数を示した。期間中全データの実測平均個体数は790

±874個体/m2であり、推定平均個体数は747±945個体/m2

となった。 

5.5.4 ヤマトシジミ総個体数の推定 

算出した干潟面積と推定個体数から各年度の本市が調

査を行ってきた多摩川河口域干潟内全体のヤマトシジミ

の総個体数を算出したところ（図 10）、2014 年度の総個

体数が最も多くおよそ７億個体が生息していると算出さ

れた。更に年度・季節別で見てみる（図11）と最も多か

ったのが、2014 年度の秋季であり、その総数は約４億個

体と推定された。 地区⑤

地区④
地区③地区① 地区②

河口から580m

河口から1km
河口から1.7km

河口から2km

河口

200m

図10 年度毎のヤマトシジミの推定総個体数 

図11 年度・季節別ヤマトシジミの推定個体数 

図８ 多摩川河口干潟過去の調査地点 

表８ 各地区の干潟面積

図９ 干潟面積の算出（単位格子） 

地点 面積（m2）
地区① 55,170
地区② 4,244
地区③ 87,100
地区④ 5,305
地区⑤ 2,546
総和 154,365

表９ ヤマトシジミ個体数の推定（個体/m2） 

※ 項目の網掛けは、推定値を表す。 

N

N

年度 地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤
2016 400 88 950 131 350
2014 839 699 4,238 1,049 1,631
2013 685 150 500 225 350
2012 339 295 1,175 442 688

秋

年度 地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤ 地区① 地区② 地区③ 地区④ 地区⑤
2016 100 146 1,025 29 1,600 50 161 2,050 117 1,600
2014 210 1,165 1,200 233 1,165 233 1,282 1,350 932 5,477
2013 171 250 450 50 250 50 275 475 200 1,175
2012 85 491 1,050 98 491 98 540 575 393 2,308
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5.5.5 ヤマトシジミによる多摩川水質の浄化

 5.5.4で推定したヤマトシジミの個体数を用いて、多摩

川の水質浄化への寄与を検証した。 

 ヤマトシジミは中村ら18）によると170mL/h/gで水を吸

収し浄化するとされている。これを年度別に換算した概

算浄化水量を表 10 に示す。ヤマトシジミの個体重量は、

別途2016年６月期から２月期に採取、計測した250個体

の平均重量である0.917g（殻付き湿重量）を用いた。 

5.5.6 ヤマトシジミによる炭素及び窒素固定量

 水質中には有機物が含まれており、ヤマトシジミはこ

れを餌として体内に取り込み成長をしている。大谷ら19）

はヤマトシジミが成長過程で河川水質中の炭素を

65g-C/m2/year の速度で固定している、と報告している。

また、中村ら 18)は、摂餌、糞や偽糞の排出の検討結果か

ら窒素の固定量を49mg-N/m2/dayと報告している。これら

を引用し多摩川河口干潟における炭素及び窒素固定量を

算出し、表11に示した。なお，中村らが言及しているヤ

マトシジミの密度に対して，当結果の密度補正を行い炭

素及び窒素固定量を算出した。その結果、年間炭素約10

ｔ、窒素約2.8tが本水域でヤマトシジミの体内に固定さ

れることが推計された。 

６ まとめ 

 本年度は多摩川河口干潟の３地区にて調査を実施した。 

底質性状については、地点により若干の差異はあるが、

汚濁等を示す高い濃度は確認されなかった。 

マクロベントスについては二枚貝、特に全ての地点に

おける優占種であるヤマトシジミを注目生物とした、そ

の個体数はのべ 371 個体であり、全体のおよそ４割を占

めていた。ヤマトシジミの生息環境としての多摩川河口

域干潟の現状を評価するため、国土交通省で示されるヤ

マトシジミの生息適正環境の指標を活用し、本調査で得

られた底質環境要因の指標化を通じて、生息適正環境評

価指数（HSI）による評価を行ったところ、春季の多摩川

河口最下流部が生息に適していることが確認された。 

 多摩川河口干潟に生息するヤマトシジミの総個体数の

経年変動を算出しところ、各年度においても約２億個体

以上が生息しており、最大で2014年度には約７億個体が

生息していることが推察された。 

 このヤマトシジミによる水質浄化を評価した。ヤマト

シジミが成長及び増加をすることで炭素は、年間約10ｔ、

窒素は年間約2.8t固定されていることが推定され、多摩

川の水質浄化や気候変動の緩和に寄与していると推察さ

れた。 

これらの結果、多摩川河口干潟の生物調査を通じて生

物多様性および水質浄化、気候変動緩和といった生態系

サービスの定量的評価も可能であることが確認された。 

市民の憩いの場、生物観察の場、潮干狩りを楽しむ親

水の場としてのサービスと併せて、今後も継続的に調査

を行い、情報の集積とその意義の発信をしていくことが

重要であると結論した。 
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